
添田町立統合小学校の校名は、第1候補に「添田小学校」、

第2候補に「そえだ」、「英峰」、「添田中央」を選定し、

教育委員会に報告しました。

添田町立添田中学校の制服は、男女とも「ブレザータイプ」を選定
し、教育委員会に報告しました。

令和４年10月18日に本年度の2回目となる第6回開校準備協議会が開催されました。当日は、学校
施設整備部会、教育課程部会、通学・学校運営支援部会の３部会から、現在までの進捗状況の報告
と、協議事項として校名候補の選定と制服等指定品の選定について審議し、教育委員会に報告しま
した。
なお、校名については、教育委員会で１点に絞り、最終的には添田町議会に諮り正式に決定する

ことになります。

統合小学校の校名を公募するということで、令和４年７月号町広報紙・ホームページに募集要領
を掲載し、町内小中学校児童生徒及び保護者へは応募用紙を学校を通じて配布するとともに、教職
員にも応募を呼びかけました。募集期間は７月11日から９月９日の約２か月間で、合計196点の応
募がありました。町内の児童生徒や保護者、一般の方をはじめ町外からもたくさんの応募をいただ
き、ありがとうございました。
集計の結果、一番多かったのが漢字の「添田」で71点でした。仮名の「そえだ」が４点、その他

関連のあるものとして、「添田中央」が３点、「添田町」２点、その他「添田学園」、「添田志学
舎」、「添田小中学校」、「添田英」、「添田未来」、「添田森」、「新添田」が各１点ありまし
た。
次にアルファベットと漢字の添田を含めた「添田ドリーム」が計６点とアルファベットの

「Dream」が２点あり合計ドリーム関連が８点ありました。
次に「英峰」が５点と「添田英峰館」が２点、「英峰添田」が１点、それと峰ではなく英彦山神

宮奉幣殿の奉を使った「英奉学園」、「英奉館」が各１点で英峰関連が10点ありました。
次に「英彦の里」が３点と漢字の「英彦山」が２点、仮名の「ひこさん」が１点、英彦と書いて

「えひこ」、「ひこ」が各１点、その他「英彦山学び舎」、「英彦山山伏」、「日子のもり」、
「ひころく」が各1点で英彦山関連が合計12点ありました。
次に「岩石」が３点、「岩石の里」、「岩石の峰」「岩石城」が各１点で岩石関連が６点あり

ました。
その他、類似を含めて複数の応募があったのが「統合３」、「未来３」、「樫の木２・樫木学園

１」、「桜花１・桜華１」、「添田パーク２」、「添友館２」、「共笑２」、「なかよし２」、
「ひまわり２」、「令五２」です。
なお、１点のみとなった応募作品は全部で50点ありました。
この結果から、まず通学・学校運営支援部会で協議し５候補に絞って再度開校準備協議会で審議

した結果、第１候補を「添田小学校」とし、第２候補を「そえだ」、「英峰」、「添田中央」と選
定し、教育委員会に報告することになりました。「添田小学校」を第１候補としたのは、「添田町
に唯一残る学校だから」、「町の名まえを残す」、「同じ建物に入るのだから小中学校とも同じ名
前が良い」、「添田中学校の名まえが変わらないなら、同じ添田町にあるので，添田小学校がわか
りやすい」などの理由からです。

■校名の選定経過について



令和４年７月８日から７月20日まで、各学校長を通じ、小学校４年生以上の児童及び保護者
と中学校生徒及び保護者、併せて教職員にアンケート用紙を配布し、児童65名、生徒120名、保
護者・教職員267名から回答がありました。そのアンケート結果を基に小中学生の服装、通学カ
バン、体操服について検討しました。
①服装について：小学生は私服とする。制
服とした場合、小学生は成長により複数回
の買い替えが発生し保護者負担が増えると
考えられるため。中学生は男女ともブレザ
ータイプとする。スカートとスラックスの
選択が可能となり、性の多様性にも対応で
きるため。中学校の夏服はポロシャツタイ
プとする。ブレザーの色・柄等は業者の提
案・見本を参考とする。なお、中学校の制
服は、令和７年４月開校時の中学校新１年
は統一とし、中学校在校生については従前
のとおりとすることにしました。
②通学カバンについて：ランドセルには色々な機能がついており、それぞれの家庭で選択して
準備する。中学生は、カバンは指定せず自由とする。軽くて丈夫でなおかつ安価なものがあれ
ば良いが、適したものを選択することは困難と思われるため、部活動等を考慮し、それぞれの
家庭で準備することにしました。
③体操服について：小学生・中学生とも、指定品とする。理由は体育会等での統一感や一体感
がある、個人差が出ない等である。詳細は業者等の提案によるものとする。なお、体操服につ
いては、令和７年４月開校時の小学校新１年及び中学校新１年は統一とし、小中学校在校生に
ついては従前のとおりとすることにしました。
※なお、中学生の制服や小中学校の体操服については、付帯意見として制服の価格が高くなる
のではという不安や体操服の購入先が複数ある方が良いのではなどの意見もありましたので、
業者の提案を踏まえながら、今後も関係者の皆様の意見を取り入れた中で慎重に選定していき
たいと考えています。

学校施設整備部会は、昨年度から合計７回（本年度は３回）開催するとともに新たに開校し
た近隣の学校の保健室や給食施設を養護教諭や栄養教諭が視察しました。基本計画で示された
施設の概要から疑問点や改善点、学校からの要望も取り入れながら、より効果的な配置を目指
して協議を続け、部屋や倉庫・備品類の追加や位置変更をはじめ経費縮減を図るための屋上施
設の外壁の取り止めや、太陽光発電設備の取り止め等を実施設計に盛り込んでいます。

教育課程部会は、添田町の目指す子ども像を「ふるさと添田町を愛し、夢・希望を実現する
かしこさとたくましさを兼ね備えた、人間性豊かな心を持つ子ども」とし、教育指導計画の策
定を進めております。教育指導計画策定の上で基本となる学校運営構想における重点目標を
「基礎・基本の学力の定着と思考力・判断力・表現力の育成を図る」とし、小学校中学校の連
携がより図れるよう教頭研修会・教務主任研修会・栄養教諭・養護教諭の打ち合わせ、人権同
和教育担当者研修会等の専門分野で取り組みを進めています。

※協議会だよりは添田町HPで公開しています。
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